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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第103期
第１四半期
連結累計期間

第104期
第１四半期
連結累計期間

第103期

会計期間
自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日

自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日

自 平成29年４月１日
至 平成30年３月31日

売上高 （百万円） 17,477 18,416 69,594

経常利益 （百万円） 2,484 2,917 8,808

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 1,695 2,003 6,252

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 2,056 2,098 6,675

純資産額 （百万円） 64,404 69,599 68,348

総資産額 （百万円） 91,425 97,321 95,802

１株当たり四半期（当期）

純利益
（円） 28.02 33.12 103.32

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 70.4 71.5 71.3

（注）１ 当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

２ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

３ 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在していないため記載しており

ません。

４ 「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を当第１四半

期連結会計期間の期首から適用しており、前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経営

指標等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更はありませ

ん。また、主要な関係会社に異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

なお、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を当第１四半

期連結会計期間の期首から適用しており、財政状態については遡及処理後の前連結会計年度末の数値で比較を行って

おります。

 

(1) 財政状態及び経営成績の状況

① 財政状態

当第１四半期連結会計期間末は、現金及び預金の増加等により流動資産が14億50百万円増加したことから、総

資産は前連結会計年度末比15億19百万円増加の973億21百万円となりました。

負債は、前連結会計年度末比２億69百万円増加の277億22百万円となりました。

純資産は、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上等により利益剰余金が11億57百万円増加した結果、前連

結会計年度末比12億51百万円増加の695億99百万円となりました。

以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末の71.3％から71.5％に上昇しました。

 

② 経営成績

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、前期に続き、為替相場は総じて円安基調で推移し、企業収

益の改善や設備投資の緩やかな増加を背景に、景気は回復基調で推移いたしました。一方、海外経済において

は、米国では企業業績は堅調で雇用情勢が改善するとともに、個人消費も底堅く推移いたしました。また、アジ

アでは中国で景気の減速が懸念されるものの、全体的に概ね安定した状況が続きました。

このように景気は良好に推移する一方で、原油価格は依然として高止まりしており、また、米国から端を発し

た貿易摩擦の懸念など世界経済は先行き不透明な状況が続いております。

このような環境のもと、当社グループは販売活動を強化するとともに生産体制の再構築を推進し、経営の効率

化と一層のコスト削減に取り組んでまいりました。

その結果、当第１四半期連結累計期間の当社グループの業績は、売上高184億16百万円（前年同期比5.4％

増）、営業利益24億36百万円（前年同期比12.9％増）、経常利益29億17百万円（前年同期比17.4％増）、親会社

株主に帰属する四半期純利益は20億３百万円（前年同期比18.2％増）となりました。

 

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

 

〔国内ベルト事業〕

自動車用ベルトは、補修用は国内の車検交換需要の減少に加え、組み込みライン用も微減となったことから、

全体では売上高が減少しました。

一般産業用ベルトは、射出成形機向けの大型タイミングベルトや金属製品の販売が好調であったことから売上

高が増加しました。また、搬送ベルトは空港や物流センターなどの物流用途向けの売上が伸長し、合成樹脂素材

も企業の設備投資の増加の影響を受け、売上高が堅調に推移しました。

一方、ＯＡ機器用ベルトは国内生産の減少に加え輸出用の需要も減少し、売上高は減少しました。

その結果、当事業の売上高は71億51百万円（前年同期比4.2％増）、営業利益は18億28百万円（前年同期比

2.1％増）となりました。

 

〔海外ベルト事業〕

自動車用ベルトは、欧州・米国では四輪車用の新規受注獲得などから売上高が増加し、アジアでは二輪車用ベ

ルトの販売が好調であったことから、全体では売上高が増加しました。一般産業用ベルトは、欧州では農業機械

用の売上が減少したものの、アジアでは機械設備向けの販売や一般補修用の拡販により売上高が増加し、一般産

業用ベルト全体では売上高が増加しました。また、ＯＡ機器用ベルトはユーザの生産調整が一巡したことなどか

ら売上高が増加しました。

その結果、当事業の売上高は87億３百万円（前年同期比5.1％増）、営業利益は12億７百万円（前年同期比

26.8％増）となりました。
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〔建設資材事業〕

土木部門は廃棄物処分場などの大型工事物件の売上高が増加し、建築部門の売上高も前年同期並みで推移した

ことから、全体では売上高が大幅に増加しました。

その結果、当事業の売上高は14億19百万円（前年同期比22.2％増）、営業利益は８百万円（前年同期比37.8％

増）となりました。

 

〔その他〕

その他には、エンジニアリング ストラクチュラル フォーム、金属ナノ粒子を応用した新製品、仕入商品等が

含まれております。

その他の売上高は11億41百万円（前年同期比3.1％減）、営業利益は８百万円（前年同期比31.1％減）となり

ました。

 

(2) 経営方針・経営戦略等

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、７億30百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 325,213,000

計 325,213,000

（注） 平成30年６月28日開催の第103回定時株主総会において、当社普通株式について２株を１株に併合する旨の決

議を行い、承認可決されました。これにより、株式併合の効力発生日（平成30年10月１日）をもって、発行可

能株式総数が325,213,000株から130,000,000株に変更となります。

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数（株）
（平成30年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年８月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 65,208,397 65,208,397
東京証券取引所

市場第１部

単元株式数は1,000株

であります。

計 65,208,397 65,208,397 － －

（注） 平成30年６月28日開催の第103回定時株主総会において、株式併合（普通株式２株を１株に併合）に係る議案

が承認可決されており、株式併合の効力発生日（平成30年10月１日）をもって、単元株式数が1,000株から100

株に変更となります。

 

(2)【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成30年４月１日

～平成30年６月30日
－ 65,208 － 8,150 － 2,037

 

(5)【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6)【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日である平成30年３月31日現在で記載しております。

 

①【発行済株式】

平成30年３月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式  4,694,000
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式 60,234,000 60,234 －

単元未満株式 普通株式    280,397 － 一単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数 65,208,397 － －

総株主の議決権 － 60,234 －

（注） 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式957株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成30年３月31日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

三ツ星ベルト㈱

神戸市長田区浜添通

４丁目１番21号
4,694,000 － 4,694,000 7.20

計 － 4,694,000 － 4,694,000 7.20

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１ 四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２ 監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成30年４月１日から平

成30年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

なお、新日本有限責任監査法人は、名称変更により、平成30年７月１日をもってEY新日本有限責任監査法人となり

ました。
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１【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 28,958 30,128

受取手形及び売掛金 ※ 15,001 ※ 15,568

商品及び製品 11,769 11,573

仕掛品 1,752 1,722

原材料及び貯蔵品 2,629 2,606

その他 729 672

貸倒引当金 △124 △106

流動資産合計 60,715 62,165

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 6,792 6,808

機械装置及び運搬具（純額） 7,005 6,873

工具、器具及び備品（純額） 2,057 2,013

土地 4,254 4,260

建設仮勘定 1,241 1,745

有形固定資産合計 21,351 21,701

無形固定資産 67 67

投資その他の資産   

投資有価証券 12,255 12,007

その他 1,420 1,388

貸倒引当金 △9 △9

投資その他の資産合計 13,666 13,387

固定資産合計 35,086 35,156

資産合計 95,802 97,321
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 ※ 8,694 ※ 8,775

短期借入金 3,272 3,237

未払法人税等 840 702

賞与引当金 788 1,334

その他 5,231 5,185

流動負債合計 18,827 19,235

固定負債   

長期借入金 2,100 1,900

退職給付に係る負債 1,549 1,620

役員退職慰労引当金 28 22

その他 4,948 4,945

固定負債合計 8,626 8,487

負債合計 27,453 27,722

純資産の部   

株主資本   

資本金 8,150 8,150

資本剰余金 2,111 2,111

利益剰余金 55,129 56,286

自己株式 △3,315 △3,316

株主資本合計 62,075 63,231

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 7,181 7,007

為替換算調整勘定 △585 △314

退職給付に係る調整累計額 △323 △324

その他の包括利益累計額合計 6,273 6,368

純資産合計 68,348 69,599

負債純資産合計 95,802 97,321
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年６月30日)

売上高 17,477 18,416

売上原価 11,869 12,479

売上総利益 5,608 5,936

販売費及び一般管理費 3,450 3,500

営業利益 2,157 2,436

営業外収益   

受取利息 28 37

受取配当金 177 191

為替差益 100 228

その他 76 68

営業外収益合計 383 525

営業外費用   

支払利息 7 6

売上割引 12 12

固定資産除却損 17 7

その他 19 18

営業外費用合計 56 44

経常利益 2,484 2,917

税金等調整前四半期純利益 2,484 2,917

法人税等 788 913

四半期純利益 1,695 2,003

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,695 2,003
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年６月30日)

四半期純利益 1,695 2,003

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 231 △173

為替換算調整勘定 122 270

退職給付に係る調整額 5 △1

その他の包括利益合計 360 94

四半期包括利益 2,056 2,098

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 2,056 2,098

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を当第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定

負債の区分に表示しております。

 

（株式併合及び単元株式数の変更）

当社は、平成30年６月28日開催の第103回定時株主総会において、平成30年10月１日を効力発生日とする単元

株式数の変更（1,000株を100株に変更）及び株式併合（普通株式２株を１株に併合）に係る議案が承認可決され

ました。これにより、当社の発行済株式総数は65,208,397株から32,604,198株となる見込みであります。

 

１株当たり情報に及ぼす影響

当該株式併合が前連結会計年度の期首に行われたと仮定した場合の、前第１四半期連結累計期間及び当第１四

半期連結累計期間における１株当たり情報は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日）

１株当たり四半期純利益 56円04銭 66円23銭

（注） 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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（四半期連結貸借対照表関係）

※ 四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であり

ましたが、満期日に決済が行われたものとして処理しております。当四半期連結会計期間末日満期手形の金額

は、次のとおりであります。
 

 
前連結会計年度

（平成30年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成30年６月30日）

受取手形

支払手形

490百万円

50

436百万円

38

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。
 

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日）

減価償却費 709百万円 729百万円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月29日

定時株主総会
普通株式 786 13 平成29年３月31日 平成29年６月30日 利益剰余金

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成30年４月１日 至 平成30年６月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年６月28日

定時株主総会
普通株式 847 14 平成30年３月31日 平成30年６月29日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：百万円）

 報告セグメント
その他
（注１）

合計
調整額
（注２）

四半期
連結損益
計算書
計上額
（注３）

 
国内
ベルト

海外
ベルト

建設資材 計

売上高         

外部顧客への売上高 6,860 8,277 1,161 16,300 1,177 17,477 － 17,477

セグメント間の内部売上高

又は振替高
2,084 443 － 2,528 290 2,819 △2,819 －

計 8,945 8,721 1,161 18,828 1,468 20,297 △2,819 17,477

セグメント利益 1,791 952 6 2,749 11 2,761 △604 2,157

（注）１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、設備機械、他社仕入商品、エン

ジニアリング ストラクチュラル フォーム、サービス事業等を含んでおります。

２ セグメント利益の調整額△604百万円には、セグメント間取引消去177百万円、各報告セグメントに配分して

いない全社費用△781百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理

費であります。

３ セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成30年４月１日 至 平成30年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：百万円）

 報告セグメント
その他
（注１）

合計
調整額
（注２）

四半期
連結損益
計算書
計上額
（注３）

 
国内
ベルト

海外
ベルト

建設資材 計

売上高         

外部顧客への売上高 7,151 8,703 1,419 17,275 1,141 18,416 － 18,416

セグメント間の内部売上高

又は振替高
2,268 427 － 2,695 496 3,191 △3,191 －

計 9,420 9,130 1,419 19,970 1,637 21,608 △3,191 18,416

セグメント利益 1,828 1,207 8 3,045 8 3,053 △616 2,436

（注）１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、設備機械、他社仕入商品、エン

ジニアリング ストラクチュラル フォーム、サービス事業等を含んでおります。

２ セグメント利益の調整額△616百万円には、セグメント間取引消去180百万円、各報告セグメントに配分して

いない全社費用△797百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理

費であります。

３ セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日）

１株当たり四半期純利益 28円02銭 33円12銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（百万円） 1,695 2,003

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純利益（百万円）
1,695 2,003

普通株式の期中平均株式数（千株） 60,520 60,513

（注） 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在していないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 
 

 

平成30年８月10日

三ツ星ベルト株式会社

取締役会 御中

 

EY新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 石  田  博  信    印

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 上  田  美  穂    印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている三ツ星ベルト株

式会社の平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成30年４月１日から

平成30年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、三ツ星ベルト株式会社及び連結子会社の平成30年６月30日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以 上

 

（注）１ 上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２ XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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